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1．研究の目的と方法

1996年、第15期中央教育審議会は「21世紀を展望した我が国の教育のあり方に

っいて」という第一次答申のなかで、完全学校週5日制の下、各学校が「ゆとり」の中で

「特色ある教育」を展開し、生徒に豊かな人間性や自ら学び自ら考える力などの「生きる

力」の育成を図ることを提起した。同答申は、「生きる力」を、①自分で課題を見つけ、自

ら学び、自ら考え、主体的に判断し、行動し、よりよく問題を解決する資質や能力、②自

らを律しつつ、他人とともに協調し、他人を思いやる心や感動する心など、豊かな人間性、

③たくましく生きるための健康や体力、と定義づけた。また、「生きる力」は、全人的な力

であり、幅広く様々な観点から敷術することができるとしている。

梶田叡一は、著轟『〈生きるカ〉の人間教育を』の中で、第15期中教審答申で説明さ

れている「生きる力」を、「新しい学力観」の延長上にあるものとしてとらえるのが妥当で

はないかとし、その「生きる力」を、①主体的能動的な学びの力（第1の面）、②豊かな人

間性（第2の面）、③基盤的エネルギー（第3の面）、の3つの側面から捉えている。さら

に、3つの側面だけでは、これからの社会を生きていくためには不十分だとし、④自分の

内面に自分なりの「生きる原理」の確立（第4の面）、が必要であると指摘した。

同答申を受け、学習指導要領が改訂され、平成12年度より盲・聾・養護学校において

も「総合的な学習の時間」が試行的に導入され、平成14年度（高等学校は平成15年度）

より本格実施となった。以後、通常学校と同様に盲・聾・養護学校においても「生きる力」

を育む教育実践が開始され、本年で10年という節目を迎える。

そこで本研究では、「生きる力」という教育実践概念に注目して、長崎県内の盲学校1

校、聾学校2校、養護学校14校（知的養護8・肢体不自由養護4・病弱養護2）計17

校（幼稚部3学部・小学部16学部・中学部16学部・高等部10学部、計45学部）を

対象にその教育課程を検討し、県下の盲・聾・養護学校において、「生きる力」が教育課程

の中にどのような影響を及ぼしているのか、その現状と到達点及び諸課題を明らかにする

ことを目的とした。

2．長崎県下の障事児教育における「生きる力」の特徴

長崎県下の盲・聾・養護学校の教育課痙表（2005年度）及び学校要覧（1979～

2006年度）を分析対象にして検討した結果、以下のことが明らか！こなった。

（1）教育目標における「生きる力」の位置づけとその実態

学校教育目標に「生きる力」を掲げている学校は、17校中5校（29．4％）であった。

「自立・社会参加」を目標に掲げている学校が7校（41．2％）、「学習指導要領に準拠した」

目標を掲げている学校が3校（17．6％）、「自己実現」を目標に掲げている学校が2校
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(11.8%)で、あった。長崎県下の盲・聾・養護学校においては、「自立・社会参加」につい

で「生きるカj を目標に掲げている学校が多いと言える。(図 1参照)

次に幼・小・中・高の学部段階に目を向けると f生きるカJを目標に掲げている学部は、

幼稚部では3学部中 1学部 (33.3%)、小学部では 16学部中 1学部 (6.3%)、中学部では

1 6学部中 3学部 (18.8%)、高等部では 10学部中 3学部 (30.0%)で、あった。幼稚部を

除いて考えると小・中・高と学部段階があがるにしたがって「生きるカJの位置づけが高

くなってきていると言える。(図2参照)
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図1 学校教育目標における「生きるカJの位置づけ 図2 学部目標における『生きるカJの位置づけ

(2) r生きる力j をどう捉えているか

長崎県下の盲・襲・養護学校の教育課程において「生きるカJがどのように捉えられて

いるかを整理すると、以下に示す①②③④の4つに類型化することができる。

①「生きるカj を学校教育目標の中軸に位置づけている場合(鶴南養護学校)

鶴南養護学校は、学校教育目標に「生きるカJ，を掲げ、小学部で「やさしい心と丈夫な

体を育てるJこと、中学部では「健康の増進と体力の向上J、「働く喜びを味わい、働く意

欲を高めるとともに、働くことに必要な基本的な態度を育てるjこと、高等部では、「自分

自身の心と体を感じるj、「自分自身を表現し、周りとかかわって生きていく J、f課題達成

や成就感を味わいながら喜びを持って生きるj ことを目標に掲げている。このように鶴南

養護学校では、健康と体力、働く力、コミュニケーションの力などを含む概念として f生

きるカj を広く捉えていると言える。(詳細は後述)

②学校教育目標の一部に f生きるカJを位置づけている場合(附属養護学校)

附属養護学校は、教育目標を「生きる喜びを体験するj、f生きる力を身につけるJ、f働

く力を身につける」という 3つを設定している。「生きる力を身につけるJでは、新しい自

立観を基本に日常生活から経済生活まで、生活に対する態度及び知識・技能を身につけさ

せることをめざしている。要するに附属養護学校では、 f働く力jを含まない概念として「生

きるカJを捉えていると言える。(詳細は後述)

③「自己実現jの下位概念として「生きるカJを位置づけている場合(盲学校)
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盲学校は、幼稚部で「健康な身体づくりと、活動を維持する体力づくり J~ 小学部で「心

豊かで、、自ら進んで、学ぼうとする意欲を育てるj、中学部で「豊かな心と健やかな体を持ち、

自ら考え、行動する生徒j と「学習指導要領に準拠したj 目標を設定しており、高等部に

おいて「豊かに生きるカを育てるjことを目標に設定している。「生きるカjを各段階ごと

に積み上げていくような教育目標になっていると言えるが、学校全体の教育目標は、 f自己

実現Jとなっているo r生きるカJを育むことを通して f自己実現jをめざす構造になって

し、る。

④「自立・社会参加Jの下位概念として f生きるカJを位置づけている場合(聾学校)

聾学校は、 2.001年度より幼稚部から高等部まで全ての学部において「生きるカJを

目標として掲げているが、高等部の2、3年の f総合的な学習の時間j の時数が、職業科

の科目を読み替えることとなっているo r生きるカjが「働くカ」へと収飲されている点に

特徴がある。しかし、学校教育目標は f自立・社会参加j となっており、結局「生きる力j

を育むことを通して「自立・社会参加j をめぎすとしづ構造になっている。

(3) r生きるカj と「総合的な学習の時間j

f生きるカj を育むうえで、最も関係、の深い f総合的な学習の時間j に注目して検討し

た結果、以下の諸点が明らかになった。

1) r総合的な学習の時間j の時数(附属養護学校を除く)

小学部では、 15学部中、年間O時間が7学部(46.7%)、年間 10時間が 1学部(6.7%)、

年間35---55時間が2学部 (13.3%)、年間 70---110時聞が 5学部 (33.3%)で、あっ

た。(図 3参照)

中学部では、 15学部中、年間 10時間が 1学部(6.7%)、年間 35時間が5学部(33.3%)、

年間 70---162時間が9学部 (60.0%)で、あった。(図4参照、)

高等部では、 9学部中、年間35時聞が 7学部 (77.8%)、年間 70時間が2学部 (22.2%)

で、あったo (図 5参照)

次に、，小・中・高の各学部段階での「総合的な学習の時間Jの年間総時数を教育課程別

に比較すると、小学部では、 15学部36課程中、年間O時間が7学部20課程 (55.6%)、

年間 10時間(月 1時間程度)が 1学部 1課程 (2.8%)、35---69時間(週1時間程度)

が2学部3課程 (8.3%)、70---104時間(週2時間程度)が4学部 11課程 (30.6%)、

105時間以上(週3時間以上)が 1学部2課程 (2.8%)で、った。(図6参照)

中学部では、 15学部34課程中、年間O時間が5学部5課程 (14.7%)、年間 10時間

(月 1時間程度)が 1学部 1課程 (2.9%)、35---69時間(週 1時間程度)が5学部 17

課程 (26.5%)、70---104時間(週2時間程度)が9学部 17課程 (50.0%)、105

時間以上(週3時間以上)が 1学部2課程 (5.9%)である。

高等部では、 9学部 19課程中、年間O時間が 1学部 1課程 (5.3%)、年間 10時間(月

1時間程度)がO学部O課程 (0%)、35---69時間(週 1時間程度)が6学部 15課程

(78.9%)、70---104時間(週2時間程度)が3学部4課程 (21.1%)、 105時間以

上(週 3時間以上)がO学部O課程 (0%)で、あったo (なお、高等部の年間総時数につい

ては、桜が丘養護学校が、 I課程を 1学年35時間、 2・3学年を 70時間としているこ

とより、それぞれ別々に取り扱って処理した。)

このように、「総合的な学習の時間j の年間総時数は、中学部で年間 70時間以上(週
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2時間以上)設定している課程が 55. 9%あり、他学部の教育課程と比べると中学部段

階で多くの時間を設けているということがわかる。障害の程度が重度重複に対応する教育

課程では、「総合的な学習の時間Jを設けない傾向が顕著に見られる。(表1E3部分参照)
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図3 小学部における「総合的な学習の時間Jの年間総時数 図4 中学部における「総合的な学習の時間Jの年間総時数
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図5高等部における f総合的な学習の時間jの年間繊数
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図6小・中・高の各教育課程別での f総合的な学習の時間jの年間総時数
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平成 17年度長崎県の盲・襲・養護学校「総合的な学習の時間'Jの時数表 1
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2) r総合的な学習の時間Jの指導内容

代表例として鶴南養護学校を取り上げると中学部では、 f余暇的な活動Jr進路Jr交流j

という 3つの単元を設定している。高等部では、「自ら学び、考え、主体的に判断し、問題

を解決しようとする態度を高めるJことを目標にし、単元としては、「校外学習に行こう j

という単元を年間通して設定している。指導の手順を①どこで、何をするか考えよう、②

どうすれば行けるかな、③どうやってしらべよう、④実際にやってみよう、⑤活動を振り

返ろう、という 5段階を設定している。このことから中学部では、「豊かな心j を育み、高

等部では f考えるカj を育もうとしていると言える。

3. 長崎県下の障害児教育における「生きる力Jを育む教育課程の検討

長崎県下の盲・聾・養護学校の教育課程において、「生きるカJを中心に位置づけてい

た鶴南養護学校と附属養護学校に注目して、以下具体的に検討していく o

( 1 )鶴南養護学校の場合

表2は、鶴南養護学校の学校教育目標の変遷を「生きる力Jに注目し整理したものであ

る。

表2 鶴南養護学校における学校教育目標の変遷

段階 年 度 学校教育目標

1 199 1年度 基本的人権の尊重と教育基本法の理念に基づき、児童生徒一人一人の能力を可能な限り引き

出し、基本的生活習慣の確立と社会への適応性を養い、もって社会に参加できる人聞を育成

する。

2 1 9 9 2年度~ 基本的人権の尊重と教育基本法の理念に基づき、児童生徒一人一人の能力・特性を生かし、

1 996年度 積極的な社会への参加・自立に向け、たくましく生きるカを育てる。

3 1 997年度~ 基本的人権の尊重と教育基本法の理念に基づき、児童生徒一人一人の能力・特性を生かし、

1999年度 積極的な社会への参加・自立に向け、健康でたくましく心豊かに生きていくカを育てる。

4 2000年度~ 長崎県教育方針の理念に基づき、児童生徒に『生きる力』をはぐくむことを目指し、創意工

2004年度 夫を凝らした、 fゆとり jある教育活動を展開する中で、一人一人の能力・特性を生かし、社

会参加・自立に必要な能力と態度、健康で心豊かな人格の育成に努める。

5 2005年度~ 児童生徒が個性を発揮し、社会の一員として自立していくために必要な知識・技能・態度及

2006年度 び習慣を育成する。

第 1段階は、 1991年4月、開校時の教育課程で、鶴南養護学校は、社会への適応や

社会参加を目指す教育課程を編成していたと言える。

第2段階は、 1992年度から 1996年度までで、学校教育目標の中に「生きるカJ

を位置づけた教育課程を編成している。特に、 1992年度、 1993年度、 1994年

度の 3ヵ年に研究テーマを f生きるカを育てる学習指導法の研究Jと設定し、「生きるカJ

について研究と実践を深めている。その点を具体的に見ていくと、 1993年 11月発行

の研究紀要第2集の中で、生きるカの捉え方について「人が人として生きていく上で、喜

びを感じ、悲しみを感じ、苦しみを乗り越え、次の行動への意欲を持ち、どんなに小さな

積み重ねで、あっても、ひとつずつ自分のカでなんとか切り開いていこうとするカであるj

(p.2) としている。さらに「このようなカの積み重ねが、健康な体を作り、自分の体を
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自由に動かし、道具を扱う経験を増やすなど、今まで以上にできる活動が広がり、社会生

活への参加・自立を促していくと考えるJ(p.2) としている。

また、「生きるカ」の定義として「できることがふえるJr精一杯なにかしようと努力す

るJ(p.3) こととしている。

このように鶴南養護学校では、 1996年の第 15期中教審答申が「生きる力Jの育成

を図ることを提起する以前の第2段階で、生きるカを教育課程の中心に位置づけ実践を深

めてきたことがわかる。

第3段階の 1999年度は、生きていく力と若干表記が変わるが、進展は見られない。

第4段階の 2000年度から 2004年度までの学校教育目標には、 r生きるカJの文

言が復活する。その背景には、 1996年の第 15期中教審答申の「生きるカJの提起が

反映していることがわかる。→前記2ー(2)一①参照

第5段階の2005年度から 2006年度は、「生きるカjが「自立Jに転換している。

(2)附属養護学校の場合

表3は、附属養護学校の学校教育目標の変遷を「生きるカj に注目し整理したものであ

る。

表3 附属餐護学校における学校教育目標の変遷

段階 年 度 学校教育目標 生きるカ

1 9 7 9年度 0人間としての生きる喜びを体験させ 『人間として生きるカを身に付けさせるj

'‘、d る。 自らよりよく生きていこうとする意志が働くことに

1 987年度 0人間としての生きる力を身につけさ よって、初めて表れる。重度の子はもちろん、中度

1 せる。 の子にもその様な意志がきわめて乏しい。効率の高

0職業人として自立できるカを身につ い教育的働きかけを行うことによって、生きていく

けさせる。 ための基本的な能力をより多く身につけさせ、自ら

生きていこうとする意欲を確かに持たせたい。

19'88年度 0人間として生きる喜びを体験させる f人間として生きる力を身に付けさせるj

p、旬， 0人間として生きるカを身に付けさせ 自らよりよく生きていこうとする意志が働くことに

1996年度 る よって、初めて表れる。重度の子はもちろん、中度

0人間として働〈カを身に付けさせる の子にもその様な意志がきわめて乏しい。効率の高
2 

い教育的働きかけを行うことによって、生きていく

ための基本的な能力をより多く身につけさせ、自ら

生きていこうとする意欲を確かに持たせたい。

199 7年度 0生きる喜びを体験させる 「生きるカを身につけさせるj

0生きるカを身につけさせる 障害があるため、日々の生活に不自由さを感じ、子

0働〈カをみにつけさせる 供たちはできないことから消極的な生活に陥りやす

3 い、小・中・高一貫教育を通して、意図的計画的に

きめこまやかな指導を継続し、新しい自立観にたっ

て将来の社会参加をめざしたよりよく生きる力を育

てたい。
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1 9 98年度 0生きる喜びを体験する 「生きるカを身につけるJ

，、‘' 0生きるカを身につける 社会参加と自立のためには、一人ひとりの子どもの

2005年度 0働〈カをみにつける 発達と能力に即した生きるカが必要である。新しい

4 自立観を基本に、日々の生活に不自由さを感じる子

どもに基本的生活習慣、集図書加と対人関係、臓業

生活・経済生活に関する態度及び知織・技能を身に

付けさせたい。

2006年度 0生きる喜びをつくる 「生きるカを身につけるJ

0生きるカを身につける 自立と社会参加を目指すには、児童生徒の特性と発

達に即した生きるカが必要である。自己を青み、自

分のよさやできることを発揮するために必要な態度
5 

及び知識・技能を身につけてほしい。さらに、社会

の一員として自分にあった進路を自己選択・自己決

定し、生き生きと働いたり余暇を楽しんだりして、

生活を充実し、豊かなものにしてほしい。

第 1段階の 1979年度から 1987年度は、教育目標を「人間として生きる喜びを体

験させるJ、「人間として生きるカを身につけさせるj、f職業人として自立できるカを身に

つけさせるJと設定している。

設定の理由として「今日の精神薄弱児童・生徒教育の目標のとらえ方には二つの潮流が

あるようであるJとし、「一つはその目標を社会参加の実現にまで置こうとするものであり、

他の一つは、人間としての基本的な生きる喜びを経験させることに目標を置くものであるJ

としている。目標を設定するためには、 f身辺自立さえ困難な児童・生徒については、後者

の目標段階に至ることもまたきわめて価値のあることと考えるし、又障害の程度が比較的

軽く、社会適応の見通しの立つものについては、前者の目標段階にまで到達させる手だて

を講じなくてはならないであろう。要は、人間としての児童・生徒の人格をいかにして保

障するかである。Jとしている。この考えに基づき学校教育目標を設定している。

このように附属養護学校では、生きるカを、生きる喜びを体験することを基盤に、①よ

りよく生きていこうとする意志・意欲、②生きていくための基本的な能力と捉え、最終目

標の職業人として社会生活に参加するカへとつなげていく概念と捉えていると言える。

第2段階の 1988年度から 1996年度は、生きるカを、生きる喜びを体験すること

を基盤に、①よりよく生きていこうとする意志・意欲②生きていくための基本的な能力と

捉えている。また、「職業人として自立できるカj の文言が消失し、「人間として働くカj

に転換することによって、力点が自己実現へとつなげていく概念へと変化していると言え

る。

第3段階の 1997年度は、生きるカを、輿味・関心・意欲や判断などの内面のカや自

ら喜びを創造し体験できることを基盤として重視し、さらに新しい自立観を導入した点、に

特徴がある。

第4段階の 1998年度から 2005年度は、新しい自立観を基本にし、生きる力を、

①基本的生活習慣、②集団参加と対人関係、③職業生活・経済生活、と捉え、意欲的な生
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活や能動的な生き方など内面のカを基盤にしながら「働くカJを含まない、.生活中心の概

念として捉えていると言える。

第5段階の2006年度は、「自己J概念を「生きるカJに導入し、「生きるカj を、①

自己を育むこと(自己教育カ)、②自己選択・自己決定、③働く力、④余暇活動、と捉え、

生きる喜びを感じる力という内面の充実を基盤にしながら「自己Jを中心に内側!と外側の

両側面を包括する概念として捉えているということが言える。

4、今後の課題

長崎県下の盲・聾・養護学校では、教育課程における「生きる力j の位置づけが一貫性

の弱さや唆味さをもちつつも強まってきつつあると言える。今後の課題として、①「生き

るカJ概念の歴史的検討による概念の明確化とその到達点を解明していくこと、②全国レ

ベルでの、 f生きるカjを中心に据えた障害児教育課程編成とその実践の成果の検討、③長

崎県における f生きるカJを中心とした一貫性・総合性のあるカリキュラムの開発とその

実践の検討、をしていくことである。

(付記)

本研究は、日本特殊教育学会第44回大会 (2006年9月 群馬大学)において発表

した共同研究「障害児の『生きるカ』と教育課程一長崎県下の盲・聾・養護学校の検討を

通してーJ(W 日本特殊教育学会第44 回大会発表論文集~ p.416所収)及び当日配布資料

に加筆・修正したものである。

最後に、本研究に御協力いただいた長崎県下 17校の盲・聾・養護学校の方々に心より

感謝申し上げます。
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